
令和 7年度 岩手県立杜陵高等学校奥州校 

第 2回学校運営協議会議事録 

 

１ 開催日時 令和8年2月 5日（木）15：30～17：30 

 

２ 開催場所 奥州校定時制校舎会議室、101教室  

 

３ 出席者 外部委員11名、校長、定時制副校長、通信制副校長 以上14名 

記録：1名【通】、受付：1名【定】 

 

４ 次第（別添資料表紙のとおり） 

 

５ 委員長挨拶 

第 3期高校再編計画に関連し、10月 1日に奥州市役所で開催された意見交換会に奥州校関係者４名が参加し

た。交通の便についての要望などについて私見を述べさせてもらった。本日はよろしくお願いします。 

 

６ ワールドカフェ（生徒と委員の意見交換会） 

101教室へ移動し、ワールドカフェ形式の意見交換会を実施。通信制生徒５名と委員 11名が 4つのグループ

に分かれ、「地域と奥州校がともに歩むためには」というテーマのもと意見交換を行った。委員の方々は、生徒

目線での視点に感心し、生徒は経験豊富な委員の方々からのお話に真剣に耳を傾けていた。生徒の発言から、

学校からの情報発信の在り方やボランティア等を通して地域に寄り添った活動を行うなど、地域との関わり方

についての提言もあった。 

 

７ 学校概況説明（資料のとおり。詳しくは学校noteを見ていただきたい。） 

 

８ 生活体験発表会報告 

  9月13日（土）に釜石高校において実施された。生徒たちは大変立派な発表を行った。 

 

９ 学校評価アンケート集計結果報告 

アンケート結果から、定時制通信制ともに「奥州校に入学させてよかったか」という質問に対し、生徒、保

護者から非常に高い回答が得られている等の説明があった。 

 

10 協議（進行：委員長） 

(1) 質疑 特になし 

(2) 意見交換 

＜A 委員＞note を拝見すると、様々な活動を行っていることがわかる。こんなに素晴らしい活動をおこなって

いるのならば、もっと外へアピールしないのはもったいない。ぜひ、報道機関に声がけしていただきたい。

そのことについて、先生方の転勤の際には引き継いでいただきたい。 

 

＜B 委員＞先ほどのワールドカフェでもあったが、生徒同士の交流が少ないので、交流の場を増やす企画があ

ればよいのではないか。アンケートでもあったが、自己肯定感を育むために PTA や委員も使っていただきた

いと思う。 

 

＜C 委員＞置かれている環境が大変な子もいるが、良い生徒がたくさんいると感じている。通信制は生徒が学

習するうえで主体性がとても求められている。私たちも生徒が成長する機会を提供する手助けをしていきた

いと思う。 

  

＜D 委員＞自己肯定感、自尊感情は褒められることにより高まると言われているが、一番は人の役に立ったと



きであると言われている。ワールドカフェでもボランティア活動の重要性という話もあったが、このような

機会があれば、生徒の成長にとって貴重なことだと思う。 

 

＜E委員＞生徒との交流の場を持てたことがとてもよかった。 

  

＜F 委員＞生徒は前向きな気持ちを持って生活している印象を受けた。息子が通っていたころは老人ホームを

訪問し「よさこい」の披露などをした。先生方にお願いしたいのは、きっかけづくり、橋渡しの役割を担っ

てもらいたい。私どももぜひ、そのお手伝いができれば幸いです。 

 

 ＜G 委員＞ワールドカフェでの生徒がとても明るく元気だったのが印象に残っている。自己肯定感というお話

が出ていたが、生徒に気づきを与えてもらいたいと思う。地域に出て交流の場があれば、異年齢間で関わる

ことで気づきが生まれ、それが、成長につながると思う。 

  

＜H委員＞生徒会の生徒たちは表にでて、積極的に取り組んでいる様子が伝わってきた。ただ、学校では横のつ     

ながり見えない気がする。通信制でもワールドカフェを行ってみてもらえば、生徒が外へ出ていくきっかけ

になるかもしれない。 

 

 ＜I 委員＞自分自身が体験することが記憶に残り、積極的に参加するきっかけとなると感じる。杜陵は生徒が

社会と関わる場でもあるアルバイトを奨励している。それはありがたいことだ。自分ができることを発見し、

それが気づきとなり、自分の道を切り拓くエネルギーとなるはずだ。 

 

 ＜J委員＞以前、ある授業を見学させていただいたが、生徒がとてもおとなしい印象が残っている。ワールドカ     

フェを受けて、校内において生徒間のつながりが薄いということに驚いた。少なくとも本日参加した生徒は

コミュニケーションを望んでいる。子どもに限らず、自分に自信があるかと問うと、ないと感じている人が

多いのではないか。「誰かのためになった」、このような経験を積み重ねることが有効なのではないか。 

 

 ＜K委員＞生徒も経験豊富な大人と関われたことは、財産になったと思う。 

 

11 その他 

(1) 第 3期高校再編計画について 

委員長の挨拶にあった通り、奥州市役所で行われた意見交換会には 4 名の委員にご参加いただいた。感謝

申し上げます。奥州校の移転については、交通の便を心配する意見が多く出た。 

(2) 令和 8年度学校運営協議会について（定時制副校長） 

資料のとおりの日程で開催する予定である。引き続きご協力をお願いします。 

 (3)その他 

＜B委員＞再編計画について、金ケ崎高校から駅までのアクセスが悪い点について、通学が心配である。 

＜K 委員＞再編計画に関連して、外国にルーツがある生徒、日本語を母語としない子どもが増えていること

へのケアも必要だと感じる。 

 

12 校長挨拶 

  ワールドカフェでは生徒が楽しそうに活動していた。来年度も同様な活動を継続してみたい。 

  高校再編計画が示された。50年に１度くらいの大きな変化だと思う。移転することは決まったが、それ以外

はまだ決まっていない。そこから出てくる疑問や不安は当然あるかと思うが、裏を返せばいろいろと考えて進

められることもあるかと思います。来年度、様々な機会を見て、課題やアドバイスを頂ければ幸いです。 

 

13 所感 

  ワールドカフェ形式で行った生徒との意見交換会が、生徒、委員共に大変好評だった。和やかな雰囲気の中、

運営協議会の意見交換でも委員から貴重なご意見をいただいた。今後の学校経営に活かしていきたい。 


